
 

 

 

地域活動を行っている皆様へ 

―コロナ禍の今、できることー 
 
 
 

この度の新型コロナウイルス感染症により、様々な影響を受けられている

方々がいらっしゃることと思います。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため外出自粛が続いている中、皆様にお

かれましては、総会の開催や情報共有の方法など、通常とは異なる対応をせざ

るを得ない状況に苦慮されていることと存じます。 

まちづくり協働推進課では、お問い合わせの多かった総会の書面表決の方法

と各団体の取組みをまとめました。 

 一日も早い事態の終息を願うとともに、感染の拡大防止を第一に、今後とも

協働によるまちづくりにご協力いただきますようお願い申し上げます。 
 
 
本市では、新型コロナウイルスに関する情報を、市 HPや SNS で掲載してお
ります。「市民の友５月号」も併せて、ご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

那覇市 

ホームページ   Facebook     LINE     Instagram    防災 Twitter 

まちづくり協働推進課 

なは市民活動支援センター

ホームページ       ホームページ     Facebook    

QRコードに携帯電話のカメラ機能を

かざすと、該当ページにつながりま

す。ぜひご登録をお願いします♪

（LINE、Instagramは友達追加） 

 

発行者：那覇市 まちづくり協働推進課 



 

 

１.各団体における定期総会の開催について 
 

総会の開催方法は各団体で決めるものですが、書面表決により議決する方法もあります。 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から取組の一つとしてご紹介します。 

 
●書面表決の進め方（一例） 

1.「会員への案内文」、「議案」、「書面表決書」を会員に配布・郵送 

2. 会員から「書面表決書」を提出してもらう 

3. 集めた書面表決書を役員会等で集計 

4. 「結果報告書」を回覧（掲示）または配布（郵送） 

 
※各様式データは、まちづくり協働推進課ホームページに掲載しています。 

 

2.人材データバンク事業について 

（ボランティアのマッチングを行います） 
 
 なは市民活動支援センターでは、地域の課題解決につなげることを目的に、ボランティア

人材とボランティアを求める団体について、それらを紹介することでマッチングを図ります。 

コロナの状況下でもできる活動について、気兼ねなくご相談ください。 

                  

・マッチング事例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ボランティア新着状況（一例） 

・ボランティアが 

できる方 

H さん 20 代 男性  

【IT、広報】「SNS 発信手法のレクチャーができます」 

・ボランティアを 

求める団体 

ちのしお学童クラブ  

【子どもの健全育成】「見守り、肯定的な働きかけができる」 

 

ボランティアができる方、紹介を求める団体はご連絡ください♪ 

 

なは市民活動支援センター 渡嘉敷・上條（861-5024） 

第 12 回子どもフェスタ inなは 

イベント補助ボランティアを紹介 

高齢者施設 

リスニングボランティアを紹介 

手作りマスクを児童クラブ・児童館への寄贈 



 

 

真和志・LINEグループやりとり 

３.各団体の取組み紹介 
①自治会の取組み（真和志自治会長連絡協議会 LINEグループ） 

 

地域課題解決のため、自治会長同士の頻繁な情報交換は必須。日頃から、もっと簡単にコ

ミュニケーションがとれる場がないかと考えていた、真和志自治会長連絡協議会・西平博人

副会長（松島自治会・会長）。昨年末の「真和志支部スマートフォン研修」で LINE グルー

プを作成。その取組みを伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
②校区まちづくり協議会の取組み（子ども食堂・フードドライブ） 

真和志支部 LINEルール 

・午後 10時以降は送らない 

・自治会のためになることを送るようにする

（私用目的は控える） 

 

真和志自治会長連絡協議会 

西平 博人 副会長 

（松島自治会 会長） 

当初は、新型コロナウイルスを想定していなかったので

すが、人との接触がしにくい現状で、我々の LINEグルー

プは大きな力を発揮しています。 

各自治会のコロナ対策やマスク・消毒液などの情報共有

が素早くでき、地域に還元される速さは、今までと全く

違います。 

笑える動画や自治会の鯉のぼり掲揚の写真など、お互い

を励まし合う言葉や気持ちを共有するなど、今までにな

い新しい交流が生まれています。 

自治会が S N S を積極的に活用することは、有益な情報

を集約する場として大きく飛躍する可能性を秘めていま

す。 

今後は LINE ができない会長へのフォローや LINE グル

ープへの参加人数を増やしながら、他の支部の皆様にも、

この取組みの提案をしていきたいと考えています。 

※真和志支部研修会の詳細は、「令和元年度 那覇市連合会研修会」に掲載されて

います。インターネット詐欺に関する注意喚起（URLリンクを安易に開かない、

データをインストールする際は注意する等）も掲載されていますので、ぜひご

参照ください。 

LINE活用にあたっては、独自のルール 

を決めているそうです！！ 



 

 

②校区まちづくり協議会の取組み（子ども食堂・フードドライブ） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
③公民館の取組み（広報誌・動画配信） 
 

公民館が閉館となっている中でも、地域の皆さんが楽しいやーぐまいができるようにと、

繁多川公民館、若狭公民館では、広報誌や動画を配信。地域の皆さんが元気になるための情

報が満載です。ぜひ、各公民館ホームページからご覧ください♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者：那覇市 まちづくり協働推進課（発行：2020 年 5 月） 

〒900-0004 那覇市銘苅 2-3-1  

【なは市民活動支援センターG】 2F 電話：098-861-5024 FAX：098-861-5029 

【協 働 推 進 G】       3F 電話：098-861-3846 FAX：098-861-3126 

若狭公民館は、YouTube（動画共有サイト）

チャンネル「みんなの公民館」を立ち上げ、

応募された川柳やアート作品の紹介など、

楽しく元気の出る動画を配信♪ 

 

繁多川公民館では、館報「はんたがわ公民館

news」号外を発行。コロナに関する情報や琉

歌や工作、地域の皆さんからのコメント等、

皆さんへエールを送っています。 

号外 No3に真和志自治会長連絡協

議会・田島会長の記事を発見！ 

コロナ禍における自治会掲示板の

活用についてお話されています。 

小禄南小まち協・フードドライブを開催♪ 

（家庭で余った食料を持ち寄り、那覇社協へ寄付） 

 

曙小まち協・子ども食堂でお弁当を配達♪ 

（地域のカフェと連携） 

 

地域のみなさんをはじめ、 
（株）赤マルソウ、（株）マルキン海産 
からたくさんの寄付をいただきました！ 

fish＆chips まるたまさん 
のご協力により、おいしい 
お弁当が届けられました♪ 

コロナ感染を防ぐため、 

ドライブスルー方式で実施 


